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新たな考え方が生まれます。
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２０２５年度 『明石塾』塾生募集要項

＜開塾の精神＞ 

　国際的な視野と国際舞台で堂々と発言し行動できる力を備え、高い志と行動力に富んだ人材を将来
に渡って輩出することを目的とする。

＜概要＞ 

◆塾　　長　　塩澤寛樹（群馬県立女子大学長（外国語教育研究所 所長））
◆主　催　等　　（主催）群馬県立女子大学外国語教育研究所　　（後援）群馬県教育委員会
◆実施内容　　「明石塾」では、国際情勢、日本の現状や多文化理解に関する講義や英語研修、体験

型研修等を行う。元国際連合事務次長の明石康氏をはじめ、グローバル社会の最前線
で活躍する方や県立女子大学教授等による講義とともに、ネイティブスピーカーによ
る充実した英語研修を実施する。また、海外研修やフィールドワーク、塾生との討論
などを通して、発言力や行動力を身につけ、国際的な視野を養う。県立女子大学の学
生がチューターとなって塾生の研修をサポートする。 

◆年間予定　　７月２６日（土）　　入塾式及びオリエンテーション
　　　　　　　８月～２月　　　　研修（月に２回程度、土曜日を中心に開催）
　　　　　　　　　　　　　　　　大学教授による講義、英語研修、国際理解、社会人講義、
　　　　　　　　　　　　　　　　テーマ討論、県内・東京フィールドワーク（原則参加）など
　　　　　　　１月上旬　　　　　東南アジア方面海外研修（１２月末に実施の可能性あり）
　　　　　　　　　　　　　　　　※研修が授業等と重なる場合、学校に公休扱いを依頼します。
　　　　　　　２月２１日（土）　　研修成果発表会及び修了式
◆研修場所　　群馬県立女子大学  他　　※ＪＲ新町駅、ＪＲ前橋駅からのバスの利用が可能です。
◆参加負担金　年間受講料　8,000円（研修を欠席する場合でも相当分の返却はしません。）
　　　　　　　県内・県外フィールドワーク費用　8,000円程度（現地集合、現地解散。実費負担。）
　　　　　　　海外研修参加費用３５万円程度（希望参加制。参加人数により、費用が変わる場合が
　　　　　　　あります。）

＜塾生応募資格・応募方法・選考＞

◆募集人数　　２０名程度
◆応募資格　　群馬県内の高等学校（高等専門学校含む）、または中等教育学校後期課程に在籍する者
　　　　　　　群馬県外の高等学校（高等専門学校含む）、または中等教育学校後期課程に在籍する県

内在住者
◆応募方法　　応募用紙に応募理由を記入し、外国語教育研究所へ郵送または持参
　　　　　　　　※応募用紙は県立女子大ウェブサイトからもダウンロード可能です。
　　　　　　　　※保護者の同意と学校長の承諾を要します。
　　　　　　　　※部活動を行っている者は応募前に必ず部顧問に相談してください。
　　　　　　　締切　　６月１１日（水）（午後５時までに外国語教育研究所必着）
◆選　　考　　一次選考　書類選考
　　　　　　　二次選考　７月５日（土）
　　　　　　　　※面接、筆記試験等を予定。一次選考結果通知時に時間、場所等の案内を同封します。

＜応募用紙郵送先・問合せ＞

〒370－1193　群馬県佐波郡玉村町上之手1395－1
群馬県立女子大学　外国語教育研究所　TEL 0270－65－8511（代表）
E-mail：flri-one@mail.gpwu.ac.jp



　皆さんは、「これからの社会は分からない」とか「日本

はこれからどうなるのだろう」など、不安になるのだろう

と思います。そのことは、この今の時代に生きていく者で

あれば全員同じことなので、仕方のないことなのですが、

そういう中でその時その時に身に付けなければいけない能

力、リテラシーが必要になってくると思います。明石塾で

学んだ皆さんには、そういう力を身に付けて、是非それぞ

れ自分が決めた道で活躍していってほしいと強く願ってい

ます。

＜塩澤塾長からのメッセージ＞ 

＜明石康　名誉塾長＞ 

　皆さんの人生には色々なことがあると思います。友を失うこ

と、人の信頼を失うといったこともあるかもしれません。しか

し、そのために自分の立場を変えてしまうことがあってはいけ

ません。良いと思ったことをやり通すという「決意」が重要な

のです。

群馬県立女子大学長（外国語教育研究所所長兼務）

慶應義塾大学文学部哲学科卒業（博士（美学））。平成２６年、群馬県立女子大学教授、令和５年１０

月、学長に就任。専門分野は日本美術史、日本彫刻史。研究テーマは、中世、特に鎌倉時代の仏教彫

刻史及び肖像彫刻史の研究。ＮＨＫ２０２２年大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」の仏教美術考証をつと

める。著書に『大仏師運慶 工房と発願主そして「写実」とは』（講談社、２０２０年）など多数。

塩澤寛樹塾長略歴

～ ２０２４年度修了式塾長式辞より抜粋 ～

～「明石康名誉塾長御講義」からの抜粋 ～



（この様式をコピーしたものを応募用紙として使用し、記載・提出しても構いません。）
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住 所

学 校 名

部（クラブ）活動
学内・学外活動

個人情報の扱いに
関する同意

自 己 Ｐ Ｒ

意 志 確 認

保護者の同意

学校長の承諾

平成　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　　歳）

〒　　　　　　　　　　　電話番号

（　　　　　学年）

□　明石塾生として選定された場合、そのことを強く自覚し、休まず全力で取り組みます。
□　「開塾の精神」を理解し、明石塾で求めている人材となるべく努力します。

上記の内容を十分に理解し、明石塾生に応募します。　　※　□に✓を入れてください

上記「意志確認」を理解の上、明石塾の塾生に上記の者が応募すること、塾生に選定され
た際には研修に参加すること、に同意します。

私は、下記の個人情報取り扱い事項について同意します。
・　塾生選考事務
・　選考後の明石塾運営事務
・  その他、明石塾に関する必要な事務

　2025年　　　月　　　　日

　　保護者署名　　　　　　　　　　　　　　（続柄　　　　　　　　　　）

明石塾の塾生に、上記生徒が応募することを承諾します。
塾生に選定された際には、研修に参加できるよう配慮します。

　2025年　　　月　　　　日

　　学校名

　　校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　2025年　　　月　　　　日　　本人署名

　2025年　　　月　　　　日　　本人署名



氏 名

応募理由 （応募の動機、最も力を入れたい（入れてきた）こと、将来のビジョン等）



明石塾を一言で表すなら「至高の思考学問所」です。夏休みには大学講師の方たちによる多
分野の講義と英語研修、その他にもフィールドワークや生徒間でのディスカッションがあり
ました。そのどれもが、自分の「考える力」を養うことのできる非常に面白い講義ばかりで
した。それらの講義で、私は自分の焦点を狭くすることも、広くすることも視野の広さにつながることを
学びました。これは、一見矛盾した考え方かもしれませんが明石塾に入塾するとこのようなパラドックス
的な思考力を身に付けることができると思います。普段から考えることが好きな人や少しユニークな考え
方を獲得したいと思っている人には非常におすすめです。

竹内智紀　中央中等教育学校　６年

２３期修了生のことば

明石塾では、ハイレベルな仲間と共に国際問題や宗教など多種多様な話題について学び、活
発な意見交換を通して、グローバル人材としての資質を養うことが出来ます。私は、ＪＩＣＡ
でのワークショップや英語研修でのロールプレイを通じて、先進国の支援を受ける国の立場
について考えられるようになりました。支援をする国は、支援を受ける国を最優先に考えなければいけな
いと知りました。将来、国際教育学について学びたいと考えているので国際支援の基礎を知ることがで
き、貴重な経験となりました。これからの未来を担う私たちが世界について深く考え、自分自身の可能性
をより広げることができます。きっと、最高の７ヶ月間を過ごせるでしょう！

櫻井もも　高崎女子高等学校　２年

明石塾の良さは、ともに切磋琢磨し助け合える仲間がいることです。ここで出会った仲間た
ちは、自分と同じ志をもった人たちです。そして、自分では考えもつかないような発想を
もった人たちがたくさんいます。このような仲間をもつことは、自分の財産となりますし、
自分の支えになると言っても過言ではありません。また、明石塾では大学教授による講義や、研究員たち
による英語授業を受講できます。これらの講義のトピックは、僕たちが普段深く考えないようなものばか
りです。そのようなトピックに対して関心をもち、自分で考える良いきっかけとなります。明石塾は刺激
的で、自分の成長につながります。僕はこの経験を通して、将来の目標がはっきりし、新たな一歩を踏み
出すことができました。皆さんも明石塾に入塾し、自分の新たな一歩を踏み出してみませんか。

見城光祐　渋川高等学校　３年

私は明石塾生として学ぶことができたことに本当に感謝しています。もし明石塾で学ぶこと
ができていなかったら今の私はいないと思います。明石塾では大学講義、英語研修、海外で
の異文化体験など、貴重な経験をすることができます。時には難しい研修もありましたが、
仲間と共に活動していくことでどんな研修も乗り越えることができました。そして様々なスキル、質問力
や思考力などを身に付けることもできました。「高い志をもった仲間と学ぶことができること」が明石塾
の魅力の一つだと考えています。これからは明石塾で培った英語力や考える力を更に高め、仲間に負けな
いぐらい頑張っていきたいと考えています。

後藤彩慧　新島学園高等学校　２年

明石塾では、県立女子大の先生方からの様々な分野の講義、フィールドワーク、海外研修等
を通して様々な話を聞くことができ、幅広い視点が得られると思います。また、先生方は全
員、私達の質問に丁寧に答えてくださるので、自分から気になることを沢山聞くことで質問
力を身に付けることができます。英語研修では、ネイティブの先生が英語で研修を行うので、リスニング
力を鍛えながら、様々な活動を通して仲間と英語で話し合ったり、討論したりする実用的な英語能力を身
に付けることができます。これらの力は、将来、世界で活躍するために必要な能力だと思います。他に
も、グローバルに活躍するとはどういうことか、どういう力が必要なのかを常に考える研修がたくさんあ
るので、グローバルな視野をもった人材になりたい人は是非明石塾に参加してください！

関根悠仁　県立前橋高等学校　３年


